
 

300

機長　Ｌ

フレーム長さ（Ｌ－６８）

86

標準ドライブユニット取付寸法

運搬物

単品重量　ｋｇ／ヶ

全重量 ｋｇ／全長

品　　名

外形寸法

＜仕様記入欄＞

オプション
（脚、ガイド 等）

コンベヤベルト

Ｄ　Ｌ

機　長　Ｌ

（　　　　　　　）

□標準（ポリウレタン・緑）

□その他

（１２５０～１６００）

６０ ４００

（７５０～１２４９）

６００

１６０１～

34

ドライブユニット　取付位置（ＤＬ）

ドライブユニット

ヘッド、テールユニット2

フレーム3

13
5 1
6
5

3
0

34

Ｍ
０

1 １

１

１式

本体組立図

コントロールユニット

２４５

２５０

２９０

実ベルト幅

フレーム幅 Ｗ

５０Ｗ／２５Ｗ

呼称ベルト幅 Ｂ

１３０Ｗ／９０Ｗ

Ｍ０

モータ
出っ張り量

      ／６０Ｗ

４５

５０

９０

      ／４０Ｗ

１１０

６５

７０

52102

87

49

９５

１４０

１００

１４５

１９０

１５０

１９５

２４０

２００

２９５

３４０

３００

３４５

３９０

３５０

400

460

400

500

500

560

600

660

600

W-15

30

Ｍ６ ３種ナット 側面より挿入

Ｍ６ ナット 挿入
Ｍ５ タップピース 挿入

中間断面図

19

37

2
40

ベルト緩め装置付（オプション）

215

機長　Ｌ

ヘッド、テールユニット4 １式 ベルト緩め装置付（オプション）

５００～９９９ １０００～１６００

注）ベルト緩め装置付は（ ）内となります．

ベルトコンベヤ（２）

φ25.4

（１）ベルトコンベヤ（２）の外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

［ＣＡ－２］

［ＣＦ－２］

注意［ＣＦ－２］

注意［ＣＧ－２］

注意［ＣＡ－２］

銘　　板

形式ミニシール

電源表示銘板

1

2

3

6

5

7

１

１

１

６

１

１

シール貼付位置図

進行方向マーク

Ｙ

［ＣＦ－２］

(三相一定速時)

単相時はコントロールボックスに貼付ける

穴を塞ぐ
単相定速

インバ－タ変速時はブラケットの裏面に貼付ける

単相変速

社名シール

電源表示銘板9

8

１

１

［ＤＣ－２］

危険［ＤＣ－２］10

［ＤＢ－３］

フレームごとに中央部に貼付 フレームごとに中央部に貼付
両側に貼付

危険［ＤＢ－３］11

アースシール ＪＭ４

［ＣＧ－２］

２～

２～

ベルトコンベヤ（２）

（２）リスクアセスメント実施後の警告表示マークの種類と貼付け位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）危険源、危険状態及び危険事象 特定チェックシート 

※５以降の危険源等の表は、当機種に該当する項目がないので省略する。 

機械設備の名称：ベルトコンベヤ（２） 出席者：○○、○○、○○、○○、○○、○○ 作成部署：搬送機械部

製品型式：○○○－○○○○ (実施日：2008.12.10/9:30～12:00 場所：工場会議室) 作成日：２００８．１２．２４

危険対象者：運転作業者 承認者：○○○○

Ｎｏ 機械の危険性又は有害性 危険源・部位
作業内容

（いつ、どんな時）

危険対象者

（誰が）

危険の

有無
危険状態・事象内容

一般的な据え置き型の機械に存在する危険源、危険状態及び危険事象

1

(1)機械部品又は加工物が発生する例えば次の

　 事項からおこるもの

a)形状
b)相対位置

c)質量及び安定性(重力の影響を受けて動く構成

　要素の位置エネルギー)

d)質量及び速度(制御又は無制御運動時の構成

  要素【の位置エネルギー】)

e)不適切は機械強度

(2)例えば次の項目から起こる機械内部の蓄積

   エネルギー

f)弾力性構成要素
g)加圧下の液体及び気体

1.1 押しつぶしの危険源

1.2 せん断の危険源

1.3 切傷又は切断の危険源

1.4 巻き込みの危険源 頭尾部プーリ部
①搬送物を除去しよ
うとした時

作業者 有

②異物を取り払おう

とした時

駆動部
①異物を取り払おう

とした時
作業者 有

駆動部カバーとベルト

間に巻き込まれ怪我

をする

1.5 引き込み又は補足の危険源

1.6 衝撃の危険源

1.7 突き刺し又は突き通しの危険源

1.8 こすれ又は擦りむきの危険源 コンベヤ本体

作業者が近道行動

のよるコンベヤ上、

下を通過する時

作業者 有 転倒・転落による怪我

キャリア側のベ

ルト

蛇行調整時に指を
ベルト裏へ挿入され

ることがある

作業者 有
ベルト・プーリによる指

の擦り傷

1.9 高圧流体の注入又は噴出の危険源

2 電気的危険源

2.1 充電部に人が接触(直接接触)

2.2 不具合状態下で充電部に人が接触(間接接触) コンベヤ本体
漏電した本体に接

触する
作業者 有 感電死

2.3 高電圧下の充電部に接近

2.4 静電気現象 ベルト・フレ-ム
作業中にコンベヤへ
接触

作業者 有
帯電した部位に触れ
電撃を受ける

2.5
熱放熱、又は短絡若しくは過負荷などから起こる溶融物

の放出や化学効果など　その他現象

3

3.1

極度の高温又は低温の物質若しくは材料に人が接触し

得ることによって火災又は爆発からの放出による火傷、

熱傷及びその他災害

駆動モータ
駆動源の異常（異

音・脈動）時
作業者 有 モーターに触れる

3.2 熱間又は冷間作業環境を原因とする健康障害

4

4.1
聴力喪失、その他の生理的不調(平衡感覚の喪失、意

識の喪失)

駆動部・ベルト

走行部
近接する作業時 作業者 有

騒音による不快感を受

ける

4.2 口頭伝達、音響信号、その他障害

指が回転物に巻き込

まれ怪我をする

機械的危険源

次の結果を招く熱的危険源

次の結果を招く騒音から起こる危険源



 

（４）リスクアセスメント実施前後の実機写真（１／２） 

 

 

評価前 評価後
２－２－１　コンベヤ（２）全体 コンベヤ（２）全体（保護方策適用）

２－２－２　コンベヤ（２）頭尾部 まとめ表Ｎo．４／危険源の同定１．８

２－２－３　コンベヤ（２）アース まとめ表Ｎo．５，６／危険源の同定２．２、２．４

側面に貼り付けてあった「はさまれ・巻き込まれ」シールを
上面に貼り付けた。

アース用ピース取付け

ピースの本体への取付けは、
歯付座金を使用



 

リスクアセスメント実施前後の実機写真（２／２） 

 

２－２－４　ドライブカバー まとめ表Ｎo．２、７／危険源の同定１．４、３．１

２－２－５　ドライブカバー まとめ表Ｎo．２／危険源の同定１．４

２－２－６　フレーム中央部（ドライブカバー付近） まとめ表Ｎo．３／危険源の同定１．８

２－２－６　フレーム中央部（全体中央部）

中央部追加写真

「カバーをはずすな」を「運転中はカバーをは
ずすな」に変更。また、２種類の注意事項の
上下（表示順序）を入れ替えた。

カバーをはずした際、見える位置に「はさまれ 巻き込まれ」
シールを貼り付けた。

フレーム中央部・上面に「コンベヤ上に乗るな」、側面に「コン
ベヤの下に入るな」シールを貼り付けた。



（５）リスクアセスメント総合まとめ表
機械設備の名称：ベルトコンベヤ（２） 出席者：○○、○○、○○、○○、○○、○○ 作成部署：搬送機械部
製品型式：○○○－○○○○ (実施日：2008.12.10/9:30～12:00 場所：工場会議室) 作成日：２００８．１２．２４

危険対象者：運転作業者 承認者：○○○○

有無
危害の
大きさ

危害の
発生確率

リスク
レベル

指の擦り
傷

僅か
指の
擦り傷

僅か

Ⅳ Ｄ Ⅳ Ｄ

指の切傷 僅か
指の
擦り傷

可能性小

Ⅳ Ｄ Ⅳ Ｅ

手、足の
打撲

僅か
手、足の
打撲

可能性小

Ⅲ Ｄ Ⅲ Ｅ

指の擦り
傷

時々
指の
擦り傷

可能性小

Ⅳ C Ⅳ Ｅ

致命傷 可能性小 なし 可能性小

Ⅰ Ｅ Ⅳ Ｅ

手への電
撃

僅か なし 可能性小

Ⅳ Ｄ Ⅳ Ｅ

手への熱
感

可能性小
手への
熱感

可能性小

Ⅳ Ｅ Ⅳ Ｅ

不快 可能性小 不快 可能性小

Ⅳ Ｅ Ⅳ Ｅ

4

3

搬送物進行方向側の
プーリに指を挟まれる可
能性はある。

コンベヤ本体及び取扱説明書に“は
さまれ、巻き込まれ”警告標識の取付
け及び位置図が記載されていますの
で取扱い時には使用事業者で社内
教育を励行してください。

20
（許容でき

る）
妥当 なし－－－

シールの貼付け位置変
更：フレーム頭部上面へ
警告表示の「はさまれ、
巻き込まれ」注意シール
を貼る

蛇行調整時に
指をベルト裏へ
挿入することが
ある

妥当 なし

方策は
妥当か

新たな
危険源
の発生

妥当 なし

妥当

なし

妥当 なし

妥当 なし

妥当 なし

専用アース端子への
アース線の未接続また
は不確実な接続の場合
は感電の可能性がある。

電源アースと本体アースはコンベヤ
本体及び取扱説明書に“必ずアース
線を接続せよ”警告標識の取付け及
び位置図が記載されていますので取
扱い時には使用事業者で必ず実施
してください。

電源アース線に加え「本体アー
ス端子」を設けてアースシールを
貼り付ける

－－－
20

（許容でき
る）

5

作業中にコンベ
ヤへ接触

作業者 有

20
20

（許容でき
る）

20
（許容でき

る）

2.2電気的
漏電

漏電したフレームな
どの金属部分に触れ
て感電する

12
許容でき
る（審査が
必要）

－－－

「運転中はカバーをはず
すな」シールを貼る

許容でき
る

4.1騒音 騒音による不快感を
受ける

20

－－－

許容でき
る

残留リスク対策
（記載する情報）

使用上の情報提供リスク再評価（ＭＩＬ評価）

リスク
リスクの再評価

残留リスク

リスクの見積り

再見積り

保護方策初回リスク評価（ＭＩＬ評価）

コンベヤ本体及び取扱説明書に“は
さまれ、巻き込まれ”警告標識の取付
け及び位置図が記載されていますの
で取扱い時には使用事業者で社内
教育を励行してください。

コンベヤ本体及び取扱説明書に“運
転中はカバーをはずすな”、“はさま
れ、巻き込まれ”警告標識の取付け
及び位置図が記載されていますので
取扱い時には使用事業者で社内教
育を励行してください。

電源アースと本体アースはコンベヤ
本体及び取扱説明書に“必ずアース
線を接続せよ”警告標識の取付け及
び位置図が記載されていますので取
扱い時には使用事業者で必ず実施
してください。

運転作業者の作業内容教育を励行
してください。（別途、保全専任者の
認定と作業者教育を実施願いま
す。）

①コンベヤ本体及び取扱説明書に
“コンベヤ上に乗るな”、“コンベヤの
下(内)に入るな”警告標識の取付け
及び位置図が記載されていますので
取扱い時には使用事業者で社内教
育を励行してください。②設置環境と
しての安全通路を使用事業者で確保
してください。

駆動部カバーを外し、
モーターに手触する可
能性はある。

専用アース端子への
アース線の未接続また
は不確実な接続の場合
は電撃を受ける可能性
がある。

作業環境レベルにより問
題となる可能性はある。

使用事業者で設置環境を考慮し遮
蔽板、耳栓などの設置、使用を検討
してください。

8

運転時の駆動
部・ベルト走行
部からの騒音
（近接する作業
時）

作業者 有

7

作業に関係な
い点検（異常
時）

3.1熱的
火傷

駆動源の異常（異
音・脈動）時に駆動
部カバーを外したと
き誤って熱いモー
ターに触れる（モー
ター飽和時約６０℃）

作業者 有

20
（許容でき

る）
6

作業中にコンベ
ヤへ接触

作業者 有 －－－

2.4電気的
静電気

帯電した部位（ベル
ト・フレ-ムなど）に触
れ電撃を受ける

19

1.4機械的
巻き込み

駆動部カバーとベル
ト間に指を巻き込ま
れけがをする

19
許容でき
る

許容でき
る

－－－

電源アース線に加え「本体アー
ス端子」を設けてアースシールを
貼り付ける

許容でき
る

－－－

－－－

許容でき
る

①駆動部カバーに貼っ
てある現状シールの文
言変更：「カバーをはず
すな」→「運転中はカ
バーをはずすな」シール
を貼る②駆動部カバー
を外した時：駆動部側板
内側に「はさまれ,巻き込
まれ」警告シールを貼付
る

カバーを外した状態で
運転すれば、はさまれ・
巻き込まれの可能性は
ある。

なし

－－－
19

（許容でき
る）

はさまれ・巻き込まれは
発生する可能性はある。

20
（許容でき

る）

危険源
の種類

作業
No.

作業等 対象者

危険源の同定

危険状態および
危険事象の内容

駆動部で異物
除去（①異物を
取り払おうとした
時）

警告表示

採用する保護方策

1.4機械的
巻き込み

指が、回転する頭尾
部プーリ部に巻き込
まれけがをする

19

危害の
大きさ

危害の
発生確率

リスク
レベル

初回リス
ク評価

14
許容でき
る（審査が
必要）

設備上

1

2

作業者 有

作業者 有

頭尾部プーリ部
で異物除去（①
搬送物を除去し
ようとした時②
異物を取り払お
うとした時）

作業者が近道
行動をしてコン
ベヤ上、下を通
行する時

作業者 有

警告表示だけでは、コン
ベヤの上を通行したり、
下をくぐる様な危険行動
の可能性はある。

転倒・転落してけが
をする

－－－

妥当

「コンベヤ上に乗るな」
シールをフレーム中央上
面、「コンベヤの下(内)に
入るな」をフレーム中央
側面に貼る

17
（許容でき
る（審査が
必要））

1.8機械的
こすれ、
擦りむき

18作業者 有

1.8機械的
こすれ、
擦りむき

ベルト・プーリで指を
擦りむく

一般機械部分（制御システムの安全関連部以外）

①低騒音モーターを採用している
（モーター単品時＝スピードコント
ロールモーター：約63ｄＢ(Ａ),ブラ
シレスモーター：約50～53ｄＢ）---
環境/第1区分の85ｄＢ(Ａ)はクリア

単品コンベヤでは本質的安全
設計方策が取れない




